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桜花の候、子ども会関係者の皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお喜び

申し上げます。いよいよ令和７年度の子ども会活動がスタートしました。しかし、子ど

も会の現状は、会員の減少、役員・指導者の成り手不足、子ども会の意義や活動につい

ての理解不足など、課題が尽きない現状でございます。このような課題に対しましては

子ども会関係者だけでなく、行政や教育部門の方々のお知恵などもお借りしながら、本

年度も課題解決に向けて調査研究してまいります。

役員・指導者の成り手不足の解消策として、今後に活かせそうな事例を紹介します。

進学や就職を機に他県へ転居することになったジュニア・リーダー（ＪＬ）やユース・

リーダー（ＹＬ）が、他県でも活躍できる広域的な仕組みづくりです。子ども会活動を

止めない策の一例です。他県で活躍していたリーダーも同様で、栃木県に生活圏を移し、

子ども会活動を希望すれば栃木県子連でも活躍できるというものです。つまり、これま

で培ってきたノウハウのブランクを作らないことで、将来の指導者や役員として活躍す

る人を育てるという狙いです。まずは関東甲信越静地区内で実証し、全国規模で展開で

きればと考えております。実際に、今年度は千葉県に就職したため４月から千葉県子連

ＹＬとして活動することになった県子連所属のＪＬがいます。反対に、茨城県子連で活

躍されていたＹＬが鹿沼市に転居し、栃木県子連ＹＬの仲間に加わりました。こうした

若者のために、様々な地域で活動ができるという小さなインフラの構築が課題解決のた

めの種になるのではないかと思うのです。小さなことではありますが、何もしないでこ

れ以上子ども会を衰退させるわけにはいきません。何故なら「子ども会は全国のすべて

の子どもの幸せのためにある」という子ども会活動の原点があるからです。そのために

私たちは、常にすべての課題に向き合い解決を目指します。

大変厳しい現状ではございますが、今後とも皆様方にはご理解ご協力を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。今年度もどうぞよろしくお願いします。

（一社）栃木県子ども会連合会会長
矢 後 紀 夫

「新年度のごあいさつ」



「会員拡大のため中学校訪問」
ＵＬＣは市内在住または通勤する高校生が対

象のボランティア団体で、宇都宮市子ども会連
合会に所属しています。毎年2～3月にかけて中
学校に訪問し、「高校に進学したら加入して一
緒に活動しましょう！」と、卒業する生徒に活
動などの説明会を行っています。
今年は、2/14～3/10に15校を訪問するととも

に、10校に資料を配付しました。
コロナのときは説明会が開催できなかったた

め、新規加入生は数名に落ち込み、活動に支障
が出るほどでしたが、説明会再開後は、説明を
聞いて加入する生徒が増加し、令和6年度は20名
が新たに加入し、成果が現れました。

宇都宮リーダースクラブ（ＵＬＣ）がんばってます！

◎総会等により市町子連会長が変更になりましたら、変更届「共済様式０８」を県子連
  までご提出ください。

◎「令和６年度事業決算報告書」「令和７年度事業実施計画書」を５月３１日までにご
提出お願いいたします。(県子連HP市町子連担当者用に様式を格納しています。)
※市町子連の総会資料でも可能です。お忙しい時期かと思いますが、どうぞよろしく
お願いいたします。

市町子連事務局の皆様へ

INFORMATION

４月２０日(日)  9：30～ 第１回市町子連会長会議 教育会館３階 大会議室

10：20～ 第１回理事会 〃

５月１8日(日) 10：00～ 令和７年度県子連定時総会 教育会館３階 大会議室
及び表彰式       ※締め切り5/9(金)

６月 １日(日)  9：30～ 安全啓発初級ファシリテーター養成講習会 教育会館３階 大会議室
（旧：安全啓発初級指導者養成講習会）
参加費1,200円(昼食・テキスト代)   ※締め切り5/16(金)

６月２8日(土)～29日(日)栃木県ジュニア・リーダー研修大会 なす高原自然の家

３年生のみなさん
「ありがとうございました！」

自主企画活動として、ＵＬＣを卒業する生徒
を対象に「三年生を送る会」を3/22～23の一泊
二日で、にのみや野外活動センターで開催しま
した。
野外炊飯やキャンプファイヤーで、これまで

指導いただいた下級生達が、上達した姿を見て
もらい、感謝と敬意を込めて一緒に楽しもうと
いう企画です。
キャンプファイヤーでは、鬼怒川河川敷の営

火場で思い切り大きな声を張り上げて歌ったり、
激しく体を動かして飛んだり走ったりして大い
に盛り上がりました。
名残は尽きませんでした、卒業後もＯＢ・Ｏ

Ｇとして、時々は顔を出して活動に参加してい
ただくことをお願いしました。

活動の様子をHPやEメール通信に掲載いたします！ぜひ写真・記事をお寄せください。
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